
第5節　鹿角製短剣について

はじめに

中手乱遺跡から出土した鹿角製短剣（註7）は、口唇部の一部を欠損する以外はほぼ完形の壷形土器

の中に収められた状態で出土した。その出土状況は言うまでもなく、ほぼ全形をとどめているという

点で同遺物の形態、意義を考える上で貴重な発見となった。ここでは、当遺跡から出土した鹿角製短

剣について、類似例との若干の比較を行なうこととする（註8）。

出土状況

鹿角製短剣（以下、短剣と略す場合がある）が収

められていた広口壷は、調査区埋め戻し直前の補足

調査中に2区東側法面から臼を北東方向に向け倒れ

た状態で出土した。土器は、近接した調査区内の成

果や土器周辺の覆土の状況から流路2と流路3の延長

部分からの出土と考えられる（第Ⅳ章第1節を参照）。

土器内面には周辺の覆土と同様の砂礫が充填され

ており、それを除去したところ鹿角製短剣が出土し

た。短剣は、広口壷の中に切先を下方（土器底部側）

に向け、基部が土器の頚部内面に接した状態で出土

した（第98図）。このような出土状態から、短剣は、

広口壷の中に収められた状態で、流路内において埋

没したものと推測される。

時期

土器は、胴部外面を条痕調整するいわゆる条痕文

系土器の広口壷で、口唇部にヘラ状の工具によるキ

ザミを施す等の特徴から、弥生時代中期前葉に比定

される（註9）。したがって、鹿角製短剣も同時期の

所産と判断されよう。

形態

短剣は、鹿角製棒状短剣に分類されるもので（春

成：1985）、シカの角幹部最先端を用い（第99図）、

先端部及び身部は工具によって平滑に削り、基部と

身部の境及び基端部には突帯状の隆帯を浮き彫りに

している。なお、基部は海面部を残しているため、

非常に脆い構造となっている。

これに類似するものとして千葉県荒海遺跡出土資

料などがあるが、縄文時代に相当するものは基部に

浮線網状文を浮き彫りさせている。また、懸垂用の

紐穴と考えられる穴を有するものが多いことも特徴

としてあげられる（第100図）。このような点から、

中手乱遺跡出土の鹿角製短剣は、基部の隆帯が痕跡
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第98回　鹿角製短剣の収納状況（模式図）
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第99図　短剣実測図及び鹿角利用部位（模式図）



第100図　鹿角製短剣の類例
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的なことから、同種の鹿角製短剣としてほ、後出的な要素が強いとすることができよう。

まとめ

鹿角製短剣は、類例の大半が縄文時代のものであり、いわば縄文時代的な儀器としての位置付けが

なされている（春成：1985）。当遺跡の鹿角製短剣は、弥生中期前葉の所産であり、鹿角製短剣が消滅

する時期に相当するものである。そのことは、基部の隆帯の造作にも端的に現れており、同遣物の消

長を考える上で非常に興味深い。同遺物は、出土例が限られており、ここで見たような型式学的な検

討が有効かは今後の課題であるが、土器との明確な共伴によって時期を特定できる貴重な例としてそ

の重要性を強調しておく。
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